
「山田町復興計画」は、10年を期間として、

さらにおおむね3年ずつをひと区切りとする「復旧期」「再生期」「発展期」という3つの段階を設定。

平成23年12月22日の計画策定と同時に復興のまちづくりがスタートした。

「復旧期」とは、まちづくりの基礎となる土地や基盤施設の再整備と各種活動の始動の時期。

「再生期」は、新たな土地への建設開始と各種活動の本格始動の時期。

そして「発展期」は、町の成熟化と広域的な連携による各種活動を拡大させていく時期となる。

「山田町の十年」を年表で追う。

第

三
章

山
田
町
の

十
年
の
歩
み

山
田
町
復
興
十
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
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2011
平成23年

東
日
本
大
震
災
の
発
生

応
急
復
旧
事
業
が
進
め
ら
れ
る
中
で

町
は
復
興
計
画
の
策
定
に
か
か
っ
た

３
月
11
日
14
時
46
分
、
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東

南
東
沖
約
１
３
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
で
、マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9.0
と
い
う
、
日
本
の
地
震
観
測
史
上
最
大

の
地
震
が
発
生
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
し
た
巨
大

な
津
波
が
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
こ
と
ご
と
く

襲
っ
た
。

山
田
町
で
は
、
船
越
湾
、
山
田
湾
に
約
６
メ
ー
ト

ル
か
ら
19
メ
ー
ト
ル
も
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
広
い

範
囲
で
の
浸
水
被
害
に
よ
り
建
物
が
倒
壊
。
さ
ら
に

市
街
地
で
は
火
災
が
発
生
し
、
津
波
が
れ
き
な
ど
に

延
焼
し
て
、
約
４
割
も
の
家
屋
が
流
失
ま
た
は
焼
失

し
た
。

ぼ
う
ぜ
ん
と
す
る
し
か
な
い
ほ
ど
の
惨
状
だ
っ

た
。
連
日
連
夜
、
応
急
復
旧
対
応
が
懸
命
に
続
け
ら

れ
て
い
た
。

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
町
の
姿
を
目
の
前
に
し
て
、

未
来
は
見
い
だ
し
難
か
っ
た
。
し
か
し
―
―
。

「
こ
の
未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
ど
う
立
ち
上
が
っ

て
い
く
べ
き
か
」

町
も
、
町
民
た
ち
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

3
月
11
日
・
東
日
本
大
震
災
発
生

第
1
章

Ｐ
015

3
月
28
日

・
応
急
仮
設
住
宅
の
第
一
弾
建
設
に
と
り
か
か
る

第
４
章

住
民
生
活

Ｐ
124

5
月
1
日

・
役
場
総
務
課
内
に「
復
興
推
進
室
」を
設
置
。

  「
復
興
計
画
」の
策
定
ス
タ
ー
ト

第
2
章

Ｐ
037

5
月
23
日

・「
復
興
計
画
策
定
に
向
け
た
基
本
方
針
」を
公
表

第
2
章

Ｐ
037

5
月〜
27
日

31
日

・「
基
本
方
針
」を
も
と
に
住
民
懇
談
会
を
開
催

  （
町
内
及
び
内
陸
部
の
避
難
所
19
カ
所
）

第
2
章

Ｐ
037

6
月
26
日

・
合
同
慰
霊
祭

7
月
1
日

・「
山
田
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」を
公
表

第
2
章

Ｐ
037

8
月

・
応
急
仮
設
住
宅（
32
カ
所
１
５
４
２
戸
）

  

す
べ
て
が
完
成

第
４
章

住
民
生
活

Ｐ
124

8
月
11
日

・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ニ
ッ
ポ
ン
主
催
の「
花
火
大
会
」

   

開
催  （
山
田
漁
港
）

第
１
章

第
6
章

Ｐ
015

Ｐ
212

9
月
1
日

・「
山
田
町
復
興
計
画
中
間
報
告
」を
公
表

第
2
章

Ｐ
037

・
震
災
後
初
と
な
る「
広
報
や
ま
だ
」を
発
行

9
月　〜
17
日

18
日

・「
山
田
八
幡
宮
・
大
杉
神
社
復
興
祈
願
祭
」開
催

10
月

・「
山
田
町
復
興
計
画
行
政
素
案
」を
公
表

第
2
章

Ｐ
037

10
月

・
山
田
第
4
仮
設
団
地
内
に
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置

第
4
章

医
療
・
介

護
・
福
祉

Ｐ
116

10
月

　
〜
8
日

12
日

・「
行
政
素
案
」の
地
区
別
説
明
会
を
開
催

  （
町
内
8
カ
所
）

第
2
章

Ｐ
037

10
月
20
日

・
山
田
魚
市
場
が
再
開

10
月

　
〜
22
日

30
日

・「
町
民
芸
術
祭
」開
催（
町
中
央
公
民
館
）

10
月
23
日

・「
山
田
農
業
ま
つ
り
」開
催

10
月
29
日

・「
三
陸
山
田
か
き
小
屋
」が
オ
ー
プ
ン

第
１
章

第
4
章

観
光
業

Ｐ
015

Ｐ
100

11
月
1
日

・「
町
立
図
書
館
」再
開

12
月
22
日

・「
山
田
町
復
興
計
画
」を
公
表

第
2
章

Ｐ
037

・
第
一
期
産
業
復
興
棟（
共
同
仮
設
店
舗
）完
成
。

  

八
幡
第
１
な
ど
９
棟
18
区
画

発
災
か
ら
１
カ
月
半
、
町
で
は
、
震
災
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
「
復
興
計
画
」
の
策
定
に
取

り
掛
か
る
。

秋
に
は
、
山
田
八
幡
宮
の
境
内
を
中
心
と
し
て

「
山
田
八
幡
宮
・
大
杉
神
社
復
興
祈
願
祭
」
を
開

催
。
復
興
を
願
う
人
び
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
励
ま

さ
れ
な
が
ら
、
12
月
22
日
、
町
は
「
山
田
町
復
興
計

画
」
を
策
定
し
た
。

海
、
山
の
豊
か
な
自
然
と
調
和
・
共
生
し
、
多
様

な
産
業
と
た
く
さ
ん
の
人
々
が
関
わ
れ
る
活
力
あ
る

ま
ち
を
目
指
し
、
山
田
町
は
復
興
へ
と
歩
み
だ
し

た
。

陸上自衛隊ヘリコプターから撮影（4月11日）

山田町復興 十年のカレンダー

▶  復 旧 期 Ⅰ ◀

▲

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

順次建設された仮設住宅・町民グランド（５月19日）合同慰霊祭（6月26日）共同仮設店舗が完成（12月22日）三陸山田かき小屋再開（10月29日）

山田魚市場が再開（10月20日）
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大津波山田町犠牲者一周年追悼式（3月11日）

2012
平成24年

実
質
的
な「
復
興
元
年
」

復
興
計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

「
動
き
」が
目
に
見
え
始
め
た

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
の
秋
ご
ろ
ま
で
の
対
応

は
「
応
急
復
旧
段
階
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
道
路
啓

開
や
倒
壊
家
屋
の
撤
去
、
仮
設
住
宅
の
建
設
と
入
居

が
対
応
策
の
中
心
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
年
が
明
け
た
平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
か

ら
は
、
前
年
末
に
策
定
・
公
表
さ
れ
た
復
興
計
画
が

本
格
的
に
始
動
し
て
い
く
。

震
災
か
ら
１
年
が
す
ぎ
た
春
、
津
波
の
爪
痕
は
ま

だ
深
く
残
さ
れ
て
い
た
が
、
犠
牲
者
一
周
年
追
悼
式

と
い
う
大
き
な
行
事
を
終
え
、
そ
し
て
間
も
な
く
新

年
度
を
迎
え
る
と
、
実
施
さ
れ
る
復
興
事
業
は
次
第

に
増
え
て
い
き
、
誰
も
が
そ
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト

を
実
感
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
実
質
的

な
「
復
興
元
年
」
で
あ
る
。

被
災
し
た
住
民
た
ち
の
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
も
ひ

と
段
落
。
災
害
復
興
公
営
住
宅
整
備
事
業
や
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
な
ど
も
動
き
始
め
た
。
土
地
の
選

定
、
用
地
買
収
、
造
成
、
建
設･･･

と
時
間
は
か
か

る
が
、
新
た
な
開
発
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
既
存
の

市
街
地
や
集
落
等
の
再
生
を
基
本
と
す
る
「
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
復
興
計
画
に
基

1
月〜
23
日

31
日

・
山
田
町
復
興
計
画
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を

  

開
催  （
町
内
14
カ
所
）

第
2
章

Ｐ
037

3
月
2
日

・
山
田
町
復
興
事
業
着
手
式
を
挙
行

第
4
章

基
盤
整
備

Ｐ
074

3
月
11
日

・
東
日
本
大
津
波
山
田
町
犠
牲
者
一
周
年
追
悼
式
を

挙
行

6
月
11
日

・
県
が「
復
旧
・
復
興
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
発
表

  

社
会
資
本
の
復
旧
・
復
興
の
工
程
を
公
表

6
月
11
日

・
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
覚
書
締
結

6
月〜
12
日

15
日

・
織
笠
・
船
越
・
田
の
浜
・
小
谷
鳥
地
区
の
災
害
危
険

区
域
に
お
け
る
建
築
規
制
の
住
民
説
明
会
を
開
催

7
月　〜
11
日

12
日

・
第
一
回
内
陸
部
説
明
会
を
開
催

  （
復
興
計
画
に
つ
い
て
）

7
月　
　
　
　
　

17
日

・
任
期
満
了
に
伴
う
山
田
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
初

当
選
し
た
佐
藤
信
逸
町
長
が
第
七
代
山
田
町
町
長

に
就
任
。
沼
崎
喜
一
前
町
長
は
出
馬
せ
ず
勇
退
。

8
月
4
日

・
第
２
期
産
業
復
興
棟（
共
同
店
舗
）完
成

  

高
砂
通
り
商
店
街
な
ど
24
棟
１
０
１
区
画
が
開
所

9
月

　
・
20
日

21
日

・
山
田
地
区
の
災
害
危
険
区
域
に
お
け
る
建
築
規
制

の
住
民
説
明
会
を
開
催

10
月
11
日

・
震
災
後
初
と
な
る
誘
致
企
業
で
あ
る
造
船
工
場
が

  

大
沢
地
区
に
完
成

10
月
23
日

・
第
二
回
内
陸
部
説
明
会
を
開
催

  （
復
興
計
画
に
つ
い
て
）

づ
く
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

▶  復 旧 期 Ⅱ ◀

▲

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

追悼式に参加する町民と関係者（3月11日）震災後初の誘致企業「ティエフシー」やまだ工場が完成（10月1日） 災害公営住宅整備事業覚書締結（6月11日）

復興事業着手式。高台住宅予定地の
ボーリング調査を実施（3月2日）

山田町復興 十年のカレンダー
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山田魚市場　初競り（10月10日）

2013
平成25年

魚
市
場
の
稼
働
開
始
は
基
幹
産
業
の
復
活
の
手
応
え

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
整
備
も
本
格
化
し

安
全
祈
願
祭
が
各
地
区
で
挙
行
さ
れ
た

復
興
計
画
の
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
は
「
産
業
の
早

期
回
復
と
再
生
・
発
展
」
で
あ
っ
た
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
は
、
津
波
に
よ
り

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
が
、
こ
の
年
の
秋
、
船

越
、
山
田
の
二
つ
の
魚
市
場
が
再
建
さ
れ
た
。
養
殖

施
設
な
ど
も
順
次
再
開
し
始
め
「
海
の
十
和
田
湖
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
波
穏
や
か
な
山
田
湾
に
養
殖
い
か

だ
が
浮
か
ぶ
か
つ
て
の
景
色
が
よ
み
が
え
り
つ
つ

あ
っ
た
。

安
心
な
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
基
盤
づ
く
り
も

ま
た
進
め
ら
れ
て
い
た
。

高
台
住
宅
地
な
ど
の
用
地
選
び
も
進
み
、
多
く
の

地
区
で
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
。
大
沢
・
山
田
・

織
笠
の
３
地
区
の
復
興
関
連
工
事
を
担
当
す
る
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
と
復
興
事
業
支
援
に
係
る
業
務
委
託
協
定

を
締
結
し
た
。

一
方
、
仮
設
住
宅
で
は
、
被
災
し
た
多
く
の
人
た

ち
の
「
仮
の
暮
ら
し
」
が
長
く
な
り
始
め
て
い
た
。

戸
建
て
住
宅
に
暮
ら
し
て
い
た
人
も
多
く
、
仮
設
住

宅
の
よ
う
な
集
合
タ
イ
プ
の
住
宅
で
の
生
活
に
な
か

な
か
慣
れ
な
い
と
い
う
入
居
者
も
多
か
っ
た
。

５
月
29
日

・
織
笠
地
区
復
興
事
業
安
全
祈
願
祭
を
挙
行

9
月
24
日

・
山
田
町
を
含
む「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
日
本
ジ

  

オ
パ
ー
ク
の
ひ
と
つ
と
し
て
正
式
に
認
定

第
4
章

観
光
業

Ｐ
100

10
月
2
日

・
山
田
地
区
復
興
事
業
安
全
祈
願
祭
を
挙
行

・
再
建
さ
れ
た
船
越
魚
市
場
が
稼
働
開
始

10
月
5
日

・
災
害
危
険
区
域
条
例
の
制
定

10
月
10
日

・
再
建
さ
れ
た
山
田
魚
市
場
が
稼
働
開
始

12
月
9
日

・
大
沢
地
区
復
興
事
業
安
全
祈
願
祭
を
挙
行

12
月
21
日

・
船
越
・田
の
浜
地
区
復
興
事
業
安
全
祈
願
祭
を
挙
行

そ
う
し
た
人
び
と
の
心
身
の
健
康
を
守
る
た
め
、

住
宅
訪
問
に
よ
る
健
康
相
談
や
仮
設
集
会
所
で
の
運

動
教
室
、
料
理
教
室
と
い
っ
た
事
業
を
前
年
度
か
ら

次
々
と
展
開
。
震
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
支
援
を
続
け
て
い

た
。仮

の
暮
ら
し
か
ら
「
ほ
ん
と
う
の
暮
ら
し
」
へ
。

復
興
の
槌
音
が
地
域
に
響
き
始
め
て
い
た
。

▶  復 旧 期 Ⅲ ◀

▲

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

JR山田線復旧に関するシンポジウム（11月9日）

山田魚市場落成式（10月10日）

船越魚市場落成式（10月2日）

船越家族旅行村の桜（4月23日）

織笠地区復興事業安全祈願祭（5月29日）

3
月
11
日

・
山
田
町
犠
牲
者
二
周
年
追
悼
式
を
挙
行

4
月
１
日

・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
業
務
委
託
協
定
を
締
結

第
4
章

基
盤
整
備

Ｐ
074

４
月
18
日

・
田
の
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
を
挙
行

第
4
章

公
共
施
設

第
5
章

Ｐ
134

Ｐ
176

５
月

・
大
沢
地
区
に
観
光
物
産
館「
と
っ
と
」開
設

  （
〜
令
和
元
年
）

５
月
24
日

・
環
境
省
が「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」を「
三
陸
復
興

  

国
立
公
園
」と
改
称

第
4
章

観
光
業

Ｐ
100

５
月
25
日

・
山
田
町
津
波
復
興
拠
点
利
活
用
検
討
委
員
会
を
設

立

第
4
章

商
工
業

Ｐ
96

山田町復興 十年のカレンダー
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2014
平成26年

新
た
な
ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
が
進
む

観
光
事
業
な
ど
も
再
開
の
動
き
が
加
速
し

暮
ら
し
の
風
景
も「
再
生
期
」を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た

津
波
被
害
の
あ
と
長
く
運
休
し
た
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の

宮
古
・
釜
石
間
は
、
三
陸
鉄
道
と
沿
線
市
町
に
譲
渡

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
各
種
産
業
の
振
興
や
、
交
流

人
口･

関
係
人
口
の
増
加
に
「
鉄
路
の
チ
カ
ラ
」
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

鉄
路
の
継
続
が
決
ま
っ
た
ほ
か
、
こ
の
年
は
三
陸

山
田
カ
キ
ま
つ
り
の
復
活
開
催
や
荒
神
海
水
浴
場
の

再
開
と
い
っ
た
明
る
い
話
題
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
町
内
に
９
校
あ
っ
た
小
学
校
で
唯
一
津
波

に
よ
り
被
災
し
た
船
越
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
。

４
月
５
日
に
は
落
成
記
念
式
典
と
見
学
会
が
開
催
さ

れ
、
４
月
７
日
に
は
入
学
式
も
行
わ
れ
、
男
子
13

名
、
女
子
12
名
の
計
25
名
の
新
入
生
を
迎
え
た
。
創

立
１
４
０
年
の
伝
統
を
つ
な
い
だ
学
校
は
、
再
び
新

た
な
歴
史
を
刻
み
始
め
た
。

そ
し
て
、
整
備
と
建
築
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
県

営
豊
間
根
ア
パ
ー
ト
（
鉄
筋
３
階
建
て
２
棟
、
72

戸
）
」
が
、
町
内
初
の
災
害
公
営
住
宅
と
し
て
完
成

し
、
７
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
。

「
復
旧
期
」
の
３
年
間
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
基
盤
の
上
に
、
新
し
い
暮
ら
し
の
風
景
が
築
か
れ

1
月
31
日

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
山
田
線
の
運
行
事
業
と
線
路
な
ど

鉄
道
施
設
を
三
陸
鉄
道
と
沿
線
4
市
町
に
無
償
譲

渡
、
経
営
移
管
す
る
案
を
提
示

第
６
章

鉄
路
の

チ
カ
ラ

Ｐ
198

3
月
11
日

・
岩
手
県
・
山
田
町
合
同
追
悼
式
を
挙
行

3
月
26
日

・
山
田
町
震
災
復
旧
復
興
事
業
安
全
大
会
を
開
催

4
月

・
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
策
定
推
進
事
業（
浜
プ
ラ

ン
）」取
り
組
み
を
開
始

第
4
章

漁
業

Ｐ
084

４
月
1
日

・
山
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

生
活
支
援
専
門
員
事
業
開
始（
5
地
区
仮
設
住
宅

集
会
所
）

第
4
章

医
療
・
介

護
・
福
祉

Ｐ
116

４
月
5
日

・
船
越
小
学
校
新
校
舎
の
落
成
記
念
式
典
を
挙
行

第
4
章

教
育

Ｐ
108

4
月
29
日

・
三
陸
山
田
カ
キ
ま
つ
り
が
復
活
開
催

５
月
24
日

・「
オ
ラ
ン
ダ
島
ハ
ウ
ス
」落
成
・
寄
贈
式
典
を
挙
行

第
4
章

公
共
施
設

Ｐ
134

５
月
29
日

・
山
田
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立

第
4
章

商
工
業

Ｐ
096

7
月
20
日

・
荒
神
海
水
浴
場
で
震
災
後
初
の
海
開
き

7
月
23
日

・
町
内
初
の
災
害
公
営
住
宅「
県
営
豊
間
根
ア
パ
ー

ト
」へ
の
入
居
開
始

11
月
８
日

・（
仮
称
）山
田
町
子
ど
も
交
流
セ
ン
タ
ー（
現「
山
田

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」）建
設
の
覚
書
を
締
結

第
4
章

公
共
施
設

第
5
章

Ｐ
134

Ｐ
180

12
月
26
日

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
よ
り
提
示
さ
れ
た
山
田
線
の
運
行
事

業
と
鉄
道
施
設
を
三
陸
鉄
道
と
沿
線
4
市
町
に
無

償
譲
渡
、
経
営
移
管
す
る
案
の
受
入
れ
を
決
定

第
６
章

鉄
路
の

チ
カ
ラ

Ｐ
198

よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
農
林
水
産
業
、
商
工

業
、
観
光
業
な
ど
多
く
の
産
業
が
活
発
に
展
開
す
る

「
再
生
期
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
人
び
と
の
各
種
活
動

も
ま
た
力
強
く
再
生
・
再
開
し
始
め
た
。

▶  再 生 期 Ⅰ ◀

▲

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

三陸山田カキまつりが復活（4月29日）

荒神海水浴場が海開き

船越小落成記念式典（4月5日）

船越小落成式　声楽家・黒
く ろ き
木香

か お り
保里さんと児童（4月5日）

震災復旧復興事業安全大会（3月26日）

山田町復興 十年のカレンダー
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2015
平成27年

整
備
さ
れ
た
宅
地
の
引
き
渡
し
が
始
ま
り

暮
ら
し
の
拠
点
と
な
る
住
ま
い
も
次
々
に
完
成

新
し
い
生
活
が
見
え
て
き
た

平
成
24
年
か
ら
、
土
地
の
選
定
や
買
収
、
造
成
工

事
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

や
災
害
公
営
住
宅
な
ど
、
次
々
に
完
了
の
と
き
を
迎

え
て
い
た
。

こ
の
年
は
、
織
笠
・
小
谷
鳥
・
大
浦
・
大
沢
な
ど

の
各
地
区
で
高
台
住
宅
団
地
の
完
成
と
引
き
渡
し
が

続
い
た
。
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
も
始
ま
っ
た
。
災

害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
者
は
高
齢
者
が
多
い
。
町
で

は
、
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
継
続
や
住
宅
自

力
再
建
者
支
援
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
住
民
た
ち
の

新
し
い
生
活
に
寄
り
添
い
、
ま
た
、
岩
手
大
学
の
三

陸
復
興
・
地
域
創
生
推
進
機
構
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
建
支
援
班
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
、
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
た
め
に
力
を
尽
く
す

活
動
を
続
け
た
。

同
年
３
月
に
は
「
山
田
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
。
同
じ
く
３
月
に
策
定
し
た
「
山
田
町

ま
ち
な
か
再
生
計
画
」
は
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
認
可

さ
れ
、
陸
中
山
田
駅
周
辺
を
コ
ン
パ
ク
ト
で
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
中
心
市
街
地
と
し
て
形
成
す
る
取
り
組
み

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

3
月
11
日

・
山
田
町
犠
牲
者
四
周
年
追
悼
式
を
挙
行

3
月
24
日

・
山
田
町
ま
ち
な
か
再
生
計
画
が
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
認
可
さ
れ
る

第
4
章

商
工
業

Ｐ
096

3
月
29
日

・
織
笠
地
区
防
集
第
１
団
地
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
完
成

記
念
式
典
を
挙
行

5
月

・「
山
田
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
策
定

第
4
章

基
盤
整
備

第
4
章

商
工
業

Ｐ
074

Ｐ
096

5
月

・「
山
田
町
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」発
足
第
4
章

観
光
業

Ｐ
100

６
月

・
小
谷
鳥
地
区
防
集
団
地
の
引
き
渡
し
開
始

7
月

・
織
笠
地
区
防
集
第
１
団
地
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
引
き

渡
し
開
始

7
月

・
被
災
者
向
け
公
営
住
宅
と
し
て
改
修
し
た
柳
沢
第

１
団
地
へ
の
入
居
開
始

９
月

・
大
浦
地
区
漁
集
北
団
地
及
び
南
団
地
の
引
き
渡
し

開
始

９
月

・
大
沢
地
区
漁
集
袴
田
団
地
の
引
き
渡
し
開
始

12
月

・
災
害
公
営
住
宅
織
笠
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
開
始

▶  再 生 期 Ⅱ ◀

▲

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

大沢地区漁集袴田団地（2020年9月撮影）

大浦地区漁集大浦北団地（2020年6月撮影）

大浦地区漁集大浦南団地（2020年6月撮影）

災害公営住宅柳沢団地（2020年6月撮影） 織笠地区防集織笠第1団地（2020年6月撮影）

小谷鳥地区小谷鳥防集団地（2020年6月撮影）

山田町復興 十年のカレンダー
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県道重茂半島線安全祈願祭（7月11日）

開所式に集まった笑顔の子どもたち（7月2日）

山田パドルフェス（※写真は2019年）

「山田町ふれあいセンターはぴね」開所式（7月2日）

山田型復興住宅モデルハウス公開県立山田病院落成式（8月19日） 共同店舗棟オープンセレモニー（11月10日）

2016
平成28年

新
た
な
施
設
が
続
々
と
オ
ー
プ
ン

「
県
立
山
田
病
院
」の
開
業
も

地
域
に
大
き
な
安
心
を
与
え
た

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
や
災
害
公
営
住
宅
の
完

成
と
引
き
渡
し
・
入
居
が
続
い
た
こ
の
年
、
や
が
て

「
リ
ア
ス
線
」
と
し
て
開
業
す
る
三
陸
鉄
道
の
陸
中

山
田
駅
前
に
も
山
田
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
は
ぴ

ね
」
、
山
田
町
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
、
共
同
店

舗
棟
「
オ
ー
ル
」
と
い
っ
た
新
た
な
公
共
施
設
や
商

業
施
設
が
次
々
に
完
成
。
誰
も
が
ま
ち
の
再
生
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

９
月
に
は
、
被
災
し
て
以
降
、
仮
設
診
療
所
と
し

て
診
察
を
続
け
て
き
た
県
立
山
田
病
院
の
新
し
い
病

院
施
設
が
開
院
し
た
。
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
整

形
外
科
、
眼
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
６

つ
の
診
療
科
が
あ
り
、
一
般
病
床
50
床
を
備
え
る
。

地
域
医
療
の
中
核
施
設
と
し
て
住
民
た
ち
に
大
き
な

安
心
感
を
与
え
た
。

ま
た
、
９
月
29
日
に
は
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」

開
催
に
合
わ
せ
て
岩
手
を
ご
訪
問
中
だ
っ
た
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
来
町
さ
れ
て
、
「
小
中
高
生
世
代
を
は

じ
め
と
す
る
子
ど
も
の
居
場
所
」
と
図
書
館
機
能
を

持
っ
た
施
設
と
し
て
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
山
田
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
は
ぴ
ね
」
を
ご
視

2
月

・
大
沢
地
区
漁
集
大
沢
第
2
団
地
の
引
き
渡
し
開
始

2
月

・
災
害
公
営
住
宅
跡
浜
団
地
へ
の
入
居
開
始

3
月
11
日

・
山
田
町
犠
牲
者
五
周
年
追
悼
式
を
挙
行

3
月

・「
山
田
町
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
山
田
プ
ラ
イ
ド
」

策
定

第
4
章

観
光
業

Ｐ
100

4
月

・
災
害
公
営
住
宅
県
営
大
沢
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
開

始
・
織
笠
地
区
防
集
織
笠
第
１
団
地
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
の

引
き
渡
し  
開
始

・
織
笠
地
区
防
集
織
笠
第
２
団
地
の
引
き
渡
し
開
始

6
月

・
船
越
・
田
の
浜
地
区
防
集
船
越
第
１･

２･

７･

８

団
地
の
引
き
渡
し
開
始

・
災
害
公
営
住
宅
大
浦
第
1
団
地
へ
の
入
居
開
始

6
月
25
日

・
山
田
型
復
興
住
宅
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
お
披
露
目
会

を
開
催

第
4
章

住
民
生
活

Ｐ
124

7
月

・
大
沢
地
区
漁
集
浜
川
目
団
地
の
引
き
渡
し
開
始

7
月
2
日

・
山
田
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
ぴ
ね
の
開
所
式
を

挙
行

第
4
章

公
共
施
設

第
5
章

Ｐ
134

Ｐ
180

7
月
31
日

・
浦
の
浜
海
岸
で「
山
田
パ
ド
ル
フ
ェ
ス
」開
催（
第

1
回
）

第
4
章

観
光
業

Ｐ
100

9
月

・
大
沢
地
区
漁
集「
大
沢
第
1
団
地
」の
引
き
渡
し
開

始
・
船
越
・
田
の
浜
地
区
防
集
第
５･

６
団
地
の
引
き
渡

し
開
始

9
月
1
日

・
再
建
さ
れ
た
県
立
山
田
病
院
が
開
院

9
月
4
日

・
織
笠
地
区
復
興
記
念「
き
ず
な
ま
つ
り
」を
開
催

9
月
29
日

・
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
山
田
町
を
ご
訪
問

10
月

・「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」開
催

  （
山
田
町
は
高
校
野
球
軟
式
競
技
の
会
場
に
）

10
月
30
日

・
大
沢
地
区
復
興
記
念「
き
ず
な
ま
つ
り
」を
開
催

11
月
9
日

・
陸
中
山
田
駅
前
に
整
備
し
た「
山
田
町
ま
ち
な
か
交

流
セ
ン
タ
ー
」が
供
用
開
始

第
4
章

商
工
業

Ｐ
096

11
月
10
日

・
陸
中
山
田
駅
前
に
共
同
店
舗
棟「
オ
ー
ル
」が
オ
ー

プ
ン

第
4
章

商
工
業

Ｐ
096

11
月
18
日

・
災
害
公
営
住
宅
北
浜
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
開
始

12
月
1
日

・
災
害
公
営
住
宅
山
田
中
央
団
地
へ
の
入
居
開
始

12
月
11
日

・
大
沢
川
向
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
を

挙
行

第
4
章

公
共
施
設

第
5
章

Ｐ
134

Ｐ
178

察
さ
れ
た
。

か
ね
て
か
ら
山
田
町
へ
の
ご
訪
問
を
希
望
さ
れ
て

い
た
と
い
う
両
陛
下
か
ら
気
さ
く
に
声
を
掛
け
ら
れ

た
町
民
た
ち
は
「
勇
気
を
い
た
だ
い
た
」
と
感
激
し

て
い
た
。

復
興
計
画
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
再
生
期
」
が
終

盤
を
迎
え
、
住
環
境
の
整
備
と
住
宅
再
建
は
ピ
ー
ク

に
。
ま
た
、
な
り
わ
い
の
再
生
に
向
け
た
各
種
活
動

も
本
格
化
し
、
ま
ち
づ
く
り
は
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ

と
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

▶  再 生 期 Ⅲ ◀

▲

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

山田町復興 十年のカレンダー
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2017
平成29年

基
盤
整
備
の
総
仕
上
げ

新
た
な
道
、
新
た
な
施
策
と
取
り
組
み
で

ま
ち
の
復
興
が
加
速
し
は
じ
め
た

新
し
い
ま
ち
を
築
く
基
盤
整
備
は
お
お
む
ね
完
了

し
、
暮
ら
し
と
な
り
わ
い
の
再
生
の
た
め
の
住
宅
再

建
や
商
工
業
関
連
、
そ
し
て
公
共
関
係
の
施
設
な
ど

も
次
々
に
開
設
・
開
業
し
、
復
興
へ
と
向
か
う
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

町
で
は
、
次
年
度
か
ら
の
発
展
期
に
施
行
さ
れ
る

各
種
事
業
を
加
速
さ
せ
る
た
め
機
構
改
革
を
実
施
。

新
た
に
「
復
興
企
画
課
」
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
健

康
福
祉
課
は
「
健
康
子
ど
も
課
」
「
長
寿
福
祉
課
」

に
分
か
れ
、
住
民
の
年
齢
や
年
代
に
よ
っ
て
、
よ
り

細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
と
対
応
を
目
指
す

こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
観
光
客
（
交
流
人
口
）
や
、
繰
り
返
し
山

田
を
訪
れ
、
町
民
や
イ
ベ
ン
ト
、
産
業
振
興
な
ど
に

も
か
か
わ
っ
て
く
れ
る
山
田
フ
ァ
ン
（
関
係
人
口
）

を
増
や
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
。

山
田
町
の
象
徴
的
施
設
の
ひ
と
つ
「
鯨
と
海
の
科

学
館
」
が
震
災
か
ら
６
年
を
経
て
再
開
。
浦
の
浜
海

水
浴
場
も
砂
浜
を
再
生
し
、
再
開
を
果
た
し
た
。
船

越
家
族
旅
行
村
で
行
わ
れ
て
い
た
桜
の
苗
木
の
植
樹

も
完
了
。
震
災
の
犠
牲
と
な
っ
た
人
た
ち
と
同
じ
数

3
月
11
日

・
山
田
町
犠
牲
者
六
周
年
追
悼
式
を
挙
行

3
月〜
15
日

19
日

・
山
田
線（
三
鉄
リ
ア
ス
線
）の
町
内
4
駅「
愛
称
総

選
挙
」開
催

3
月

・
山
田
地
区
の
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場「
ク
リ
エ

イ
ト
ピ
ュ
ア
や
ま
だ
」竣
工

第
4
章

上
下
水
道

Ｐ
138

4
月
１
日

・「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
事
業
開
始
第
4
章

医
療
・
介

護
・
福
祉

Ｐ
116

4
月
15
日

・
船
越
家
族
旅
行
村「
復
興
さ
く
ら
の
丘
」で
８
２
４

本
の
桜
の
苗
木
の
植
樹
完
了（
平
成
25
年
〜
）

７
月
15
日

・「
鯨
と
海
の
科
学
館
」が
6
年
4
カ
月
ぶ
り
に
再
開
第
6
章

鯨
と
海
の

科
学
館

Ｐ
208

7
月
22
日

・「
浦
の
浜
海
水
浴
場
」再
開

8
月
8
日

・
山
田
町
と
静
岡
県
富
士
宮
市
が「
災
害
時
に
お
け

る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

資
料

Ｐ
263

8
月
30
日

・
山
田
高
校「
海
の
運
動
会
」が
7
年
ぶ
り
に
復
活

11
月
19
日

・
三
陸
沿
岸
道
路
山
田
宮
古
道
路
開
通

第
4
章

基
盤
整
備

Ｐ
074

で
あ
る
８
２
４
本
の
桜
は
、
今
後
も
町
民
を
見
守
っ

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

11
月
に
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
が
山
田
・
宮
古
間
で

開
通
し
た
。
こ
の
高
台
を
通
る
自
動
車
専
用
道
路

は
、
三
陸
沿
岸
の
新
た
な
大
動
脈
と
な
り
、
交
流
人

口
の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は

緊
急
輸
送
道
路
、
津
波
の
際
の
避
難
道
路
と
し
て
、

命
を
守
る
道
路
と
な
る
。

▶  再 生 期 Ⅳ ◀

▲

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）

鈴木五輪相が入閣後初のお国入り（8月14日）

長崎・柳沢をむすぶ桜山トンネル貫通（9月30日）

山田高校の海の運動会が復活（8月30日） 山田町と富士宮市が協定を締結（8月8日） 終末処理場「クリエイトピュアやまだ」が完成（4月27日） 船越家族旅行村で復興さくらの丘植樹感謝祭（4月15日）

山田町復興 十年のカレンダー
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「国立公園内海域公園地区」に指定されたオランダ島（大島）（3月27日）

町道細浦・柳沢線全線開通式（12月23日） 宮古警察署山田交番開所式（4月23日） 陸中山田駅再現プロジェクトAR体験会（4月21日）

山田消防署庁舎落成式（3月10日）

「船越春のむらまつり」開催（5月4日）

2018
平成30年

再
生
か
ら
発
展
へ

イ
ベ
ン
ト
や
人
的
交
流
も
活
発
化
し

元
気
に
な
っ
た
ま
ち
の
姿
も
次
々
発
信

町
の
防
災
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て
整
備
を
進
め

て
き
た
山
田
地
区
の
高
台
に
、
２
月
に
は
山
田
消
防

署
が
、
そ
し
て
３
月
に
は
山
田
交
番
が
再
建
さ
れ

た
。基

盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
新
し
い
ま
ち
の
輪

郭
と
土
台
の
上
に
、
町
民
た
ち
の
各
種
活
動
や
、
広

域
的
な
連
携
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
拡
大
を
目

指
す
発
展
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
も
次
々
に
始
ま
っ
た
。

５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
船
越
公
園
で

第
１
回
「
船
越
春
の
む
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

た
。
ま
た
、
８
月
に
は
、
山
田
の
豊
か
な
山
、
海
の

食
材
を
使
っ
て
楽
し
む
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
フ
ェ
ス
」

が
浦
の
浜
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
、
そ
し
て
10
月
に

は
、
若
者
た
ち
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
、
日

頃
培
っ
て
き
た
芸
術
や
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
場
「
や
ま
だ
Ｆフ

ェ

ス
Ｅ
Ｓ
」
が
開
催
。
若
い
力
と
情
熱

が
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

通
じ
て
発
信
さ
れ
た
。

発
展
期
は
、
人
々
の
交
流
や
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ

れ
、
活
力
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
成
熟
期
で
も
あ

2
月
9
日

・「
山
田
消
防
署
」落
成

第
4
章

防
災

Ｐ
140

3
月
11
日

・
山
田
町
犠
牲
者
七
周
年
追
悼
式
を
挙
行

・
山
田
町･

Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
共
同
事
業「
旧･

陸
中
山
田
駅
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
開
催

3
月
27
日

・
大
島（
オ
ラ
ン
ダ
島
）･

小
島
な
ど
山
田
湾
の
一
部

が「
国
立
公
園
内
海
域
公
園
地
区
」に
指
定
さ
れ
る
第
4
章

観
光
業

Ｐ
100

3
月
30
日

・「
山
田
交
番
」開
所

4
月
1
日

・「
や
ま
だ
斎
苑
」利
用
開
始

5
月
4
日

・
船
越
公
園
で
第
１
回「
船
越
春
の
む
ら
ま
つ
り
」開

催

7
月
27
日

・
本
町
が
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の「
復
興『
あ
り
が
と
う
』
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
」に
登
録

8
月
25
日

・
田
の
浜
地
区
で
防
災
緑
地
公
園「
い
の
ち
を
守
る
植

樹
祭
in
山
田
２
０
１
８
」開
催

10
月・
13
日

14
日

・
中
央
公
民
館
で
若
者
に
芸
術
文
化
の
発
表
の
場
を

提
供
す
る「
や
ま
だ
Ｆフ
ェ
ス
Ｅ
Ｓ
」開
催

12
月
23
日

・
町
道
細
浦
・
柳
沢
線
全
線
開
通

第
4
章

基
盤
整
備

第
4
章

交
通

Ｐ
074

Ｐ
130

る
。各

種
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
住
民
た
ち
が
主

体
で
あ
る
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
が
い

よ
い
よ
活
発
化
し
始
め
て
い
た
。

▶  発 展 期 Ⅰ ◀

▲

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

山田町復興 十年のカレンダー
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2019
平成31年/令和元年

復
興
の
ひ
と
つ
の
象
徴
と
な
る

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
が
開
業

し
か
し
秋
に
は
非
情
の
台
風
が
襲
来

震
災
か
ら
8
年
。
八
幡
町
の
御
蔵
山
復
興
祈
念
公

園
に
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
び
と
の
魂
を
慰
め
る

「
東
日
本
大
震
災
大
津
波
犠
牲
者
慰
霊
碑
」
と
、
殉

職
消
防
団
員
の
魂
を
慰
め
顕
彰
す
る
「
消
防
殉
職
団

員
慰
霊
之
碑
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ

れ
た
。

「
も
う
二
度
と
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な

い
」
―
―
。
町
の
復
興
の
基
本
理
念
で
も
あ
る
そ
の

思
い
を
今
一
度
胸
に
刻
み
、
十
年
を
一
区
切
り
と
す

る
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
は
大
詰
め
に
向
か
い
つ
つ

あ
っ
た
。

元
号
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
。
住
ま
い
の

再
建
に
係
る
基
盤
整
備
の
完
了
を
記
念
し
て
、
6
月

30
日
に
は
山
田
町
復
興
ま
ち
び
ら
き
が
開
催
さ
れ

た
。し

か
し
、
10
月
12
日
、
そ
う
し
た
歩
み
に
水
を
差

す
か
の
よ
う
に
、
台
風
19
号
の
豪
雨
が
町
を
襲
っ

た
。
田
の
浜
地
区
で
は
裏
山
か
ら
流
失
し
た
土
砂
が

排
水
管
を
ふ
さ
ぎ
、
多
く
の
家
屋
が
浸
水
。
鯨
と
海

の
科
学
館
も
再
び
被
災
し
、
施
設
裏
手
の
三
陸
鉄
道

リ
ア
ス
線
は
土
台
が
流
失
す
る
と
い
う
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。

一
方
、
良
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
1
月
12
日
、
三
陸

沿
岸
道
路
の
山
田
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）・

大
槌
Ｉ
Ｃ
間
が
、
さ
ら
に
5
月
15
日
に
は
、
大
槌
Ｉ

Ｃ
・
釜
石
北
Ｉ
Ｃ
間
も
開
通
。
山
田
・
釜
石
間
が
結
ば

れ
た
。

ま
た
、
6
月
9
日
、
青
森
県
八
戸
市
か
ら
福
島
県

相
馬
市
ま
で
を
1
本
の
自
然
歩
道
で
つ
な
ぐ
「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
が
全
線
開
通
。
風ふ

う
こ
う光
明め
い
び媚
な

三
陸
海
岸
を
歩
い
て
堪
能
で
き
る
日
本
最
長
自
然
道

の
整
備
完
了
は
三
陸
地
方
全
体
の
観
光
振
興
に
大
き

な
光
と
な
っ
た
。

▶  発 展 期 Ⅱ ◀

山田南IC・大槌ICが開通（1月12日）

学校給食センター完成式典（9月26日） 「山田町復興記念まちびらき」開催（6月30日） 三陸鉄道リアス線が開通（3月23日）田の浜地区防災緑地公園「いのちを守る植樹祭」
（8月4日）

みちのく潮風トレイル

１
月
12
日

・
三
陸
沿
岸
道
路
釜
石
山
田
道
路
の
山
田
南
Ｉ
Ｃ
・

大
槌
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通

第
4
章

基
盤
整
備

Ｐ
074

2
月

・「
ふ
る
さ
と
探
求
高
校
生
議
会
」を
初
開
催

3
月

・「
山
田
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」策
定

第
4
章

交
通

Ｐ
130

3
月
10
日

・
御
蔵
山
復
興
祈
念
公
園
で「
消
防
殉
職
団
員
慰
霊

之
碑
」除
幕
式
挙
行

第
4
章

津
波
伝
承

Ｐ
142

3
月
11
日

・
山
田
町
犠
牲
者
八
周
年
追
悼
式
を
挙
行

・
御
蔵
山
復
興
祈
念
公
園
に「
東
日
本
大
震
災
津
波

犠
牲
者
慰
霊
碑
」建
立

第
4
章

津
波
伝
承

Ｐ
142

3
月
18
日

・
民
間
交
番「
山
田
地
域
安
全
セ
ン
タ
ー
」開
所

3
月
23
日

・
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
が
開
通

第
６
章

鉄
路
の

チ
カ
ラ

Ｐ
198

4
月〜
1
日

15
日

・
山
田
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

5
月
1
日

・「
飯
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」の
利
用
開
始

第
4
章

公
共
施
設

第
5
章

Ｐ
134

Ｐ
178

・
元
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」へ
と
変
わ
る

6
月～

8
月
1
日

7
日

・「
三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９
」開
催

6
月
3
日

・
共
同
店
舗
棟「
オ
ー
ル
」に
山
田
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
地
域
福
祉
活
動
拠
点「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」が
移

転
開
所

6
月
9
日

・
日
本
最
長
の
ト
レ
イ
ル「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
」（
総
延
長
１
０
２
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）が
全
線

開
通
。

第
4
章

観
光
業

Ｐ
100

6
月
30
日

・「
山
田
町
復
興
ま
ち
び
ら
き
」開
催

7
月

・
新
設
小
学
校
の
校
名「
山
田
小
学
校
」に
決
定

第
4
章

教
育

Ｐ
108

8
月
4
日

・
田
の
浜
地
区
防
災
緑
地
公
園
で「
い
の
ち
を
守
る
植

樹
祭
in
山
田
２
０
１
９
」開
催

9
月
19
日

・
岩
手
県
立
山
田
高
等
学
校
で
岩
手
日
報
社
の「
碑

（
い
し
ぶ
み
）
の
記
憶
」
を
題
材
と
す
る
復
興
・
防

災
学
習
を
開
始

第
6
章

岩
手
県
立
山

田
高
校
の
取

り
組
み

Ｐ
220

9
月
29
日

・「
織
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
新
築
落
慶
祝
賀

会
開
催

10
月～
12
日

・
台
風
19
号
に
よ
る
記
録
的
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
発
生
第
4
章

台
風
19
号

の
被
害

Ｐ
150

▲

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
／
令
和
元
年
）

山田町復興 十年のカレンダー
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2020
令和 2年

小
中
学
校
再
編
に
よ
る
新
時
代
が
ス
タ
ー
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
さ
な
か

復
興
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
む

震
災
か
ら
10
年
。
復
興
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
「
発
展
期
」
も
大
詰
め
で
あ
る
。

復
興
事
業
の
多
く
が
ひ
と
区
切
り
を
迎
え
た
が
、

10
年
の
間
に
は
修
正
や
見
直
し
が
加
え
ら
れ
た
り
、

新
た
な
関
連
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
し
た
も
の

も
あ
る
。
10
年
目
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
築
か
れ
て

き
た
こ
れ
ら
土
台
の
上
に
、
暮
ら
し
を
つ
く
っ
て
い

く
人
び
と
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
よ
っ
て
、
ま
ち

の
「
風
景
」
は
未
来
へ
向
か
っ
て
彩い

ろ
ど

ら
れ
て
い
く
。

し
か
し
、
こ
の
年
、
日
本
を
含
む
世
界
中
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
混
乱
。
各
種

の
生
産
活
動
や
経
済
活
動
は
停
滞
し
、
移
動
や
外
出

も
制
限
さ
れ
、
予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
に
な
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
影
響
が
現
れ
た
。

岩
手
県
は
、
7
月
29
日
に
至
る
ま
で
、
県
内
で
の

感
染
者
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
町
を
訪
れ

る
観
光
客
は
激
減
し
、
帰
省
を
控
え
る
動
き
や
各
種

集
会
・
イ
ベ
ン
ト
が
自
粛
と
な
り
、
9
月
に
予
定
さ

れ
て
い
た
山
田
祭
り
も
今
年
度
の
開
催
が
見
送
ら
れ

た
。

1
月
16
日

・「
マ
リ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
山
田
」
が
、
第
15
回「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
交
流
創
造
賞
」を
受
賞

第
6
章

や
ま
だ
ワ
ン

ダ
フ
ル
体
験

ビ
ュ
ー
ロ
ー

Ｐ
230

・
台
風
19
号
豪
雨
災
害
に
よ
り
運
休
し
て
い
た
三
陸

鉄
道
リ
ア
ス
線
の
陸
中
山
田
・
津
軽
石
間
が
運
行

を
再
開
。

第
6
章

鉄
路
の

チ
カ
ラ

Ｐ
198

1
月〜
22
日

24
日

・
台
風
19
号
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
農
地
の「
災

害
復
旧
事
業
説
明
会
」を
町
内
5
カ
所
で
開
催

3
月
11
日

・
山
田
町
犠
牲
者
九
周
年
追
悼
式
を
挙
行　

3
月
20
日

・
台
風
19
号
豪
雨
災
害
に
よ
り
運
休
し
て
い
た
三
陸

鉄
道
リ
ア
ス
線
の
陸
中
山
田
・
釜
石
間
が
運
行
を

再
開
。
同
日
、
全
線
運
行
再
開
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催

第
6
章

鉄
路
の

チ
カ
ラ

Ｐ
198

3
月
31
日

・
荒
川
、
大
沢
、
山
田
北
、
山
田
南
、
織
笠
、
轟
木
、

大
浦
の
各
小
学
校
7
校
と
、
豊
間
根
中
学
校
が
閉

校
。
各
小
学
校
は
山
田
小
学
校
と
し
て
１
校
へ
。

豊
間
根
中
学
校
は
山
田
中
学
校
と
統
合
。

第
４
章

教
育

Ｐ
108

・
山
田
町
独
自
の
支
援
で
あ
る「
就
学
前
の
保
育
料

（
０
〜
2
歳
）を
完
全
無
償
化
」開
始

第
４
章

医
療
・
介

護
・
福
祉

Ｐ
116

4
月
1
日

・
町
内
小
学
校
3
校
・
中
学
校
1
校
で
新
学
期
が
ス

タ
ー
ト　
学
校
再
編
計
画
を
実
施

第
４
章

教
育

Ｐ
108

・「
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
」運
行
開
始

第
４
章

交
通

Ｐ
130

4
月
6
日

・
山
田
小
学
校
の
開
校
宣
言
式
開
催

第
４
章

教
育

Ｐ
108

4
月
13
日

・
山
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働
開
始

第
４
章

教
育

Ｐ
108

4
月
16
日

・
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い

緊
急
事
態
宣
言
を
発
令

5
月
1
日

・「
山
田
町
総
合
計
画
」策
定
に
あ
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施（
〜
５
月
31
日
）

6
月

・
台
風
19
号
の
豪
雨
で
大
規
模
な
土
石
流
被
害
を
受

け
た
田
の
浜
地
区
の
復
旧
方
針
・
復
旧
整
備
計
画

を
策
定

第
４
章

台
風
19
号

の
被
害

Ｐ
150

7
月
15
日

・
台
風
19
号
豪
雨
災
害
に
よ
り
休
館
し
て
い
た「
鯨
と

海
の
科
学
館
」が
一
部
再
開

第
６
章

鯨
と
海
の

科
学
館

Ｐ
208

8
月
1
日

・
大
島（
オ
ラ
ン
ダ
島
）の
利
用
再
開

第
４
章

観
光
業

Ｐ
100

そ
う
し
た
中
で
も
、
前
年
秋
の
台
風
19
号
で
大
き

な
被
害
を
受
け
て
運
行
が
中
止
さ
れ
て
い
た
三
陸
鉄

道
の
再
開
や
、
同
じ
く
台
風
で
被
災
し
て
い
た
「
鯨

と
海
の
科
学
館
」
の
一
部
再
開
な
ど
、
住
民
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

年
が
明
け
て
令
和
3
年
3
月
11
日
は
東
日
本
大
震

災
十
周
年
を
迎
え
る
。
10
年
前
に
誓
っ
た
復
興
へ
の

思
い
も
新
た
に
、
山
田
町
の
歩
み
は
続
く
。

▶  発 展 期 Ⅲ ◀

▲

２
０
２
０
年
（
令
和
2
年
）

山田町学校給食センターが始動（4月13日）

オランダ島の利用再開（8月1日） 台風19号の被害から一部再開した鯨と海の科学館（7月15日） 三陸鉄道リアス線が運航を再開（1月16日）

マリンツーリズム山田がJTB交流創造賞を受賞（1月16日）

山田町復興 十年のカレンダー

の
さ
な
か

の
さ
な
か
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071　特別寄稿 2 山田町復興記録誌　070

「
新
た
な
ふ
る
さ
と
へ
、あ
り
が
と
う
。」

タ
レ
ン
ト
　
山や

ま

田だ　
邦く

に

子こ

　

あ
れ
か
ら
10
年
が
経
っ
た
ん
で
す
ね
。
東
日
本
大
震

災
で
は
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
、
行
方
不
明
者
も
。
東
京

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
路
が
波
打
ち
、
壁
が
歪ゆ
が

み
、
何

と
か
自
宅
に
戻
っ
た
も
の
の
、
余
震
に
怯お
び

え
玄
関
ド
ア

を
開
け
た
ま
ま
し
ば
ら
く
中
庭
に
立
ち
尽
く
し
、
し
ば

ら
く
し
て
か
ら
倒
れ
た
家
具
な
ど
を
震
え
な
が
ら
片
付

け
ま
し
た
が
、
翌
日
、
ま
た
そ
の
次
の
日
に
テ
レ
ビ
か

ら
続
々
と
全
国
の
被
害
の
様
子
が
中
継
さ
れ
愕が
く

然ぜ
ん

と
し

ま
し
た
。
大
地
震
の
後
の
津
波
、
火
災
。
頭
の
中
が

真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
家
を
失
い
、
家
族
も
失
い
、

着
の
身
着
の
ま
ま
命
か
ら
が
ら
逃
げ
て
助
か
っ
た
人
々

が
そ
こ
に
い
ま
し
た
。

　

何
か
し
な
き
ゃ
！　

偶
然
、
報
道
で
『
山
田
町
』
と

い
う
地
名
を
見
つ
け
、
山
田
？　

こ
れ
だ
、
こ
こ
に
行

こ
う
！　

と
運
命
の
よ
う
に
決
め
て
地
図
で
調
べ
、
動

け
る
友
人
た
ち
に
声
を
か
け
、
と
に
か
く
集
め
ら
れ
る

だ
け
の
缶
詰
や
お
水
、
大
人
用
オ
ム
ツ
、
子
供
た
ち
に

は
お
菓
子
、
お
も
ち
ゃ
、
マ
ッ
ト
レ
ス
そ
し
て
お
金
。

行
っ
た
先
で
逆
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、
い

ざ
と
な
っ
た
ら
寝
泊
ま
り
が
出
来
る
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

に
積
め
る
だ
け
詰
め
込
み
、
自
衛
隊
の
方
々
の
ご
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
役
場
の
方
と
連
絡
を
取
り
、
震
災
か

ら
約
１
カ
月
経
っ
て
か
ら
出
発
。
学
校
な
ど
各
避
難
所

を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
釜
石
市
に
入
っ
た
辺
り
の
畑
で
漁
船
を
発

見
。
海
か
ら
と
て
も
離
れ
た
場
所
な
の
に
何
故
？　

家

の
屋
根
に
ひ
っ
く
り
返
っ
た
車
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
柱
だ
け
残
っ
て
く
り
抜
か
れ
た
家
屋
。
だ
ん

だ
ん
海
岸
に
近
づ
く
に
つ
れ
車
窓
か
ら
見
る
悲ひ

惨さ
ん

な
景

色
に
皆
、
山
田
ま
で
行
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
１
カ
月
の
間
に
な
ん
と
か
車
が
通

れ
る
道
が
確
保
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
も
ど
れ
ほ

ど
大
変
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
山
田
町
に
入
る
と
、
見
渡
す
限
り
の
焼
け
野
原

に
絶
句
。
震
災
か
ら
１
カ
月
経
っ
て
い
た
の
に
ま
だ
辺

り
は
焦
げ
臭
く
、
海
に
は
流
さ
れ
た
家
屋
が
沈
み
、
漁

協
も
何
も
無
か
っ
た
。
家
も
家
族
も
失
い
、
そ
れ
で
も

避
難
所
の
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
ル
ー
ル
を
作

り
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
の
事
で
ど
う
接
し
た
ら
よ
い
の
か
戸

惑
っ
て
い
る
と
『
邦
ち
ゃ
ん
、
ラ
ジ
オ
聴
い
て
る
よ
』

『
遠
か
っ
た
で
し
ょ
？　

よ
く
来
た
ね
』
山
田
町
の
皆

さ
ん
の
方
か
ら
ど
ん
ど
ん
話
か
け
て
く
だ
さ
り
、
『
た

ま
た
ま
流
れ
て
来
た
畳
に
し
が
み
付
い
て
助
か
っ
た
ん

だ
』
と
か
『
逃
げ
る
時
に
転
ん
で
、
そ
の
時
の
傷
が
こ

れ
』
な
ど
、
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
体
験
談
を
聞
き
ま
し

た
。
命
か
ら
が
ら
生
き
延
び
て
１
カ
月
我
慢
し
て
い
た

気
持
ち
が
一
気
に
溢あ
ふ

れ
出
し
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し

な
が
ら
話
す
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
避
難
所
に
行
っ
た
時
『
何
か
歌
っ
て
よ
』
と

言
わ
れ
、
不
謹
慎
な
の
で
は
？
『
い
ー
か
ら
い
ー
か

ら
、
ほ
ら
ほ
ら
、
は
い
皆
さ
ん
拍
手
～
！
』
と
言
っ
て

マ
イ
ク
を
渡
さ
れ
ア
カ
ペ
ラ
で
歌
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
そ
し
て
帰
る
時
『
あ
り
が
と
う
ね
、
ま
た
来
て

ね
』
え
っ
？
『
次
は
い
つ
来
る
？
』
と
言
わ
れ
咄と
っ

嗟さ

に

『
来
月
』
と
答
え
、
不
足
し
て
い
る
足
り
な
い
物
を
翌

月
運
び
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
暑
く
な
る
頃
で
、
小
さ
な

扇
風
機
や
時
計
、
鏡
、
配
ら
れ
た
お
弁
当
や
食
べ
物
が

好
き
な
時
に
温
め
ら
れ
る
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
。

　

何
度
か
行
く
う
ち
に
皆
さ
ん
に
『
お
か
え
り
な
さ

い
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
”山
田
町
復

興
ふ
る
さ
と
大
使
“
に
任
命
さ
れ
、
私
に
ふ
る
さ
と
が

出
来
た
の
で
す
。
嬉
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

特別寄稿2

Profi le

東京都出身。映画、ドラマ、舞台、バラ
エティー、ラジオDJ、小説執筆など多方
面で活躍中のタレント。同姓であることが
縁となり、震災直後から避難所に物資を届
けるなどの支援を続ける。2013年、「山
田町復興ふるさと大使」に任命。2020年、
東京オリンピック・パラリンピック聖火リ
レーの山田町を走るランナーに内定。が
んに対する知識と理解を呼びかけるチャリ
ティー団「スター混声合唱団」の設立や厚
生労働省のがん検診率向上委員を務める
など、がん啓発活動にも力を入れている。

A

B

C

D

訪問した仮設住宅にて、笑顔あふれる地元の皆さんと。

大杉神社神幸祭に参加した際の一枚。山田町の美しい海に
ふれる。

“山田町復興ふるさと大使”に任命された山田邦子さんと佐
藤信逸町長。

海の町・山田町自慢の新鮮で大ぶりなカキ。

ま
す
。
行
く
度
に
町
が
少
し
ず
つ
き
れ
い
に
な
り
、
人

の
生
き
る
力
の
強
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

海
の
町
・
山
田
の
美
し
い
海
は
、
徐
々
に
蘇
よ
み
が
えり
、
カ

キ
、
ホ
タ
テ
他
美
味
し
い
特
産
品
も
ネ
ッ
ト
で
も
買
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
男
衆
が
神み

輿こ
し

を
担
い
だ
ま
ま

海
に
入
り
、
神
主
さ
ん
と
共
に
沖
の
神
さ
ま
に
お
祈
り

を
す
る
大
杉
神
社
神し
ん

幸こ
う

祭さ
い

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
釣
り
が
趣
味
で
海
が
大
好
き
な
の
で
、

念
願
の
山
田
の
海
に
出
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
釣
り
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
温
泉
も
あ
る
、
音

楽
も
、
シ
イ
タ
ケ
も
マ
ツ
タ
ケ
も
絶
品
。
で
も
な
ん
と

言
っ
て
も
山
田
町
の
復
興
を
支
え
る
一
番
は
皆
さ
ん

の
”笑
顔
“
で
す
。
ど
ん
な
時
で
も
笑
顔
を
忘
れ
な
い

山
田
町
と
め
ぐ
り
逢あ

え
て
私
は
幸
せ
で
す
。
行
く
度
に

元
気
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
歩
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■A

■B

■C

■D
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復興の夜明け

復興まで長い年月が経ちました。
震災のことを忘れず、
これ以上の災害が起こらないよう
願いを込めて合掌。

佐
さ

々
さ

木
き

　一
かず

彦
ひこ

（山田町長崎　80代）

撮影日　2019年5月30日

場　所　山田湾

Photo essay

わたしの一枚
～私が見つめた復興の十年～




